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第一章 緒 論

襲 二西 垣 、 山 上 ハ結 核 感 染 動 物 ノ諸 臓 器 「ヴィタ

i;ンJC量 ラ測 定 シ.「 ヴィタ 芝ン」Cガ 結 核 家 兎

肺臓 二於 テ特 異 的 二檜 量 セル テ認 メ、 結 核 菌 テ

家兎 睾 丸 二接 種 シ、 著 シク結 核 病 漿 ラ呈 セル睾

丸 ノ「ヴィタ ミ ン」C含 有 量 ハ寧 ロ 減 少 シ、 結 核

感染 海 瞑臓 器 二於 テハ他 臓 器 ハ モ トヨ リ肺 臓 ニ

ア リテ モ却 ツテ減 少 セル ラ験 知 シ タ リ。 最 近 山

上 ハ家 兎眼 前房 内 二結 核 菌浮 游 液 テ注 入 シ、 結

核性 眼 炎 ラ起 サ シメ タル ニ、其 房 水 「ヴ 汐 ミ ン」

C景 ハ封 照 眼 ノ ソ レニ比 シ甚 シク減 少 セル ヲ認

メタ リ。

一般 二結 核 性 炎症 ラ起 セ ル 臓 器 二於 デ ハ、 其

ザヴ 汐 ミン」C量 減 少 ス ル ガ 如 キ感 テ抱 カ シム

ル ニ、 濁 リ結 核家 兎肺 臓 二於 テ ノ こ何 ガ故 二檜

加 ル セ ヤハ余 等 ノ疑 問 トセル所 ナ リ。

此 塵 二於 テ、 肺 臓 バー 般 二 炎症 二際 シ其 「ヴィタ

ミ ン」C含 有 量檜 加 ラ 來 ス モ ノニ ア ラザ ル ヤ ト

思考 シ、 實 験 的 二肺 炎 テ家 兎 二起 サ シ メ以 テ其

「ヴ,タ ミ ンJC量 ノ如何 二 攣 化 スル ヤ テ知 ラ ン

ト欲 シ、 本 實 験 テ施 行 セ リ.

第二章 實駿方法

臓 器 「ヴィタ ミン」C定 量 ハ 縮 テ余 等 ガ既報 實 験

的結 核 肺 ノ「ヴfタ ミンJC量 二就 テ 實験 セ シ ト

同 ジ クIndopheno1法 テ以 テ行 ヘ リ。

實験 的 二家 兎 二肺 炎 テ起 サ シム ル ニハ 、余 等 ハ

石灰 粉 吸 入,石 英 粉 吸 入 、 石英 粉 俘 游 液氣 管 内

注 入及 肺 炎愛 球 菌 感 染 ノ方法 テ用 ピ タ リ.

以 下其 方法 ラ概 読 スル ニ、

(1)石 灰 粉 吸 入

石 灰 粉 ハ市 販 ノ蝦 性 石灰 テ用 ヒ タ リ.蝦 性 石 灰

ハ使 用 前200Meshノ 節 ニ カ ケ、 且充 分 乾燥 セ

シメ、 左 記 蕨 塵 装 置 ニ ヨ リ1日1同500瓦 ノ大

量 テ1時 間 宛15日 間 吸 入 セ シメ タ ルモ ノナ リe
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褒 塵 装 置=ハ2分 ノ1馬 力 ノ電 動 力 二依 リ廻 轄

セル 風 車 ア リ.該 風 車 ハ圓 筒 内 二装 置 サ レ其 前

方 ニハ塵 埃 テ入 レル漏 斗 管 ア リテ 自然 二擬 搾 セ

ラ レ、 調 節 器 ニ ヨ リテ適 度 二落 下 セ ル塵埃 ハ園

筒 内 風 車 二依 リ吸 引 セ ラ レ風 車 ノ側 方 二設 備 セ

ル試 獣箱 二飛 散 ス ル装 置 ニ シテ、 爾 試獣 箱 内 ヲ

飛 散 セ ル塵 埃 ハ箱 ノ底 テ 廻 リ テ 再 ビ園 筒 テ通

リ、 風 車 二吸 引 セ ラ レ、新 二落 下 セ ル塵 埃 ト共

二箱 内 二飛散 ス。 該 塵 埃 ハ常 二循 環 的 二飛 散 移

動 ス ル如 ク考 案 設 置 セ ル モ ノナ リ。

(2)石 英 粉 吸 入

石英 粉 ハ市販(石 津 製)ノ 細 粉 テ200Meshノ 簿

ニ カ ケ タル モ ノニ シテ使 用 前 充 分 乾 燥 シ、 上 記

登 塵 装 置 ニ ヨ リ飛 散 セ シメ1日1同500瓦 ノ大

量 テ1時 間 宛10日 間吸 入 セ シメ タ リ。

(3)石 英 粉 浮 游 液氣 管 内注 入

箭 ニ カ ケ タル微 細 石英 粉 テ滅 菌 生理 的 食盤 水 二

10%ノ 割 合 二混 ジ、 浮 游 液 トナ シ、 他 方 背位 二

固定 セ ル家 兎 ブ前頸 部 二小 切 開 テ加 へ、 氣 管 ヲ

露 出 セ シ メ タル後 、 該 液 ノ1.0蝿 テ注 射 器 テ以

テ徐 々 二氣 管 内 二 注 入 シ、 後 消毒 縫 合 ヲ・行 ヘ

リ。 本氣 管 内注 入 ハ1週 間 ノ問 隔 テ以 テ2同 施

行 セ リ。

(4)肺 炎墜 球 菌 感 染

肺 炎繋 球 菌 ハ本 研 究 所 々藏 ノ菌 株 ニ シテ、 使 用

前数 同 「マ ゥ ス」ラ通 過 セ シメ、 其 毒 力 テ高 メ、

ソ レラ血 液 寒 天培 養 基 二24時 間培 養 セ シモ ノ

ナ リ。 其 一 白 金 耳 ラ生 理 的 食盤 水 テ以 テ乳 剤 ト

ナ シ、 家 兎肋 膜 腔 内 二注 入 セ リ。

以 上 ノ如 キ慮 置 テ ホ ドコセ ル家 兎 二就 弄一・定 期

間後 解 剖 シ、 其 肺臓 テ観 察 シタルr、 全 肺 二亙

リテ肉 眼 的 二明 二炎 症 テ起 シタ ル モ ノ齢 カ リシ

モ、 多 クハー葉 或 ハ藪 葉 ノー部 二於 テ炎 疲 テ喚

起 セ ル テ認 メ タ リ。 本 實験 二供 シタル モ ノハ、

少 ク トモ1瓦 以 上 ノ部 分 二於 テ炎症 テ起 セル モ

ノナ リ。 此 炎 症 テ起 セル部 分 ラ切 リ取 リ實験 二

供 セ リ。

第三章 實 験

第 一節 石灰 粉吸 入 二依 ル肺炎

家 兎臓 器 「ヴィタ ミン」C量

二就 テ

實験 動物 ハ2)if内 外 ノ健 常家 兎 テ選 ビ、 毎 日一

定 飼 料 テ與 へ 豫 メ 石 灰 粉 吸 入 テ15日 聞 二亙

リ行 ヒ、 肺 炎 テ起 サ シメ タル モ ノニ シテ、 實験

Hニ ハ飼 料 子與 ヘ ズ、 先 ヅ家 兎 ノ四 肢 ラ實験 毫

第1表

二緊 縛 固 定 シ、 股 動脈 テ切 断失 血 セ シメ タ ル後

解 剖 シ、 各 臓 器 テ可 及 的 速 二取 リ出 シ、 其1瓦

テ秤 量 ザヴィタ ミンJC量 テ定量 セ リっ眼 房 水 ハ其

0.5娩 二 「メ タ」燐 酸 溶 液 テ加 へb本 液 テ以 テ適

定 セ リe1瓦 二満 タザ ル臓 器 例 之 脾 臓 、 副 腎 ノ

如 キハ、 其0・5瓦 或 ハ0.2瓦 テ秤 量 測 定 セ リ。

肺 臓 及 其 他 ノ各 臓 器 「ヴィタ ミン」C量 ハ 正 常 ノ

モ ノ ・夫 レ ト異 ル トコ ロ アル テ認 メズ。

肺炎家兎職器「ヴィタ ミソJC量(石 灰粉15日 問吸入)mg19

翫 …鞭 轡Geh㎞ Lu簸ge Leber MilzlNiere腰 劇 Hodeη

μ__瀞_一 一 一一m-… …-

1 】600 0τ頭 工 0219 0,134 O,174 0,199 0.106}2。555 0,322

2 1830 0,191 0,22S 0,192 0,193 0,408 0。117;一 ゑ903 0,282

3 1430 一 0,321 0,108 0,233 0,412 。.、2gl3.33。
…

T

O,315

4 2250 0,180 0コ58 0,092 0,242 0,155 0・132i1・860 一

5 2300 0,173 0,153

一A

O,098 0,177 ρ,182 0.1381,742 一

0,194 0216 0,125 0,204 0,271 ・.12刻2。479 0,306
「扁
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第 二 節 石 英 粉吸 入 二依 ノレ肺 炎

家 兎臓 器 「ヅィタ ミン」C量

二就 テ

石英粉吸入ラ10日 間二亙 リテ施行 シ、肺炎ラ

起サシメタル家兎臓器 二就キテ其「ヴ{タ £ンJ

第2表

C量 テ測 定 セ リ。

肺 臓 二於 ケル 炎症 矧 犬左程 強 カ ラズ、 其 「ヴ,タ

ミン」C量 モiE常 値 ノ動 揺 範 園 テ 出 デザ ル ラ見

タ リ。

肺炎家 兎臓 器「ヴィタ ミソ」C量(石 英粉10日 間吸入)mg/9
翔

Nr.
}

嫡

轟 監K　 meい
(9)wasse「

Gehim L鱗nge
lL

ebαlMilz Niere
Neben・H

oden
nie鷲e

1 2120

2

3

4

5

2050

2030

1950

1870

0ユ 魁0・255{0・115

0・123}023墨 0,219
ミ

0.165iO,2820.184

0・20釦O・242iO・0891

0.260

0.305

1～.450『O.288

O.161102320.1500.214
0.1771

0.164 li撚lill劃lilll

0.2780.1102.5560.333

0.5020.1032.3430.316

0.21引O.1122.485--

O。3200.1161.,597

0.3110.106228引0.312

第三 節 石英 粉浮 游液 氣管 内注

入 二依 ル肺 炎家 兎臓 器 「ヴィタ

ミン」C量 二就 テ

石英粉浮游液氣管内注入テ行 ヒテ後1週 間 テ経

過シ、肺炎テ起 セル家兎二就キテ其各臓器rヴ,t

タミンJC量 ラ測定 セリ。

本法ニヨル時ハ肺臓 ノー部二於 テ甚グ強度ナル

第3表

炎 症 テ喚 起 セ シメ得 ル モ ノナ ル ガ、 其 臓 器 「ヴt

タ ミンJC量 ハ肺 臓 ラ除 ク他 ノ 各臓 器 ニ ァ リテ

ハ正 常 値 ト大 差 ナ ク、 肺臓 ノ炎症 矧 犬彊 度 ナ ル

部 分 二於 テ ハ炎症 々歌 輕 度 ナ ル部 分 二比 シ、甚

シク其 「ヴ{タ ミンJC量 ノ減 少 セ ル ラ認 メ タ リ。

炎 症 々封犬輕 度 ナ ル部 分 ニ ア リテハ正 常 値 ト異 ル

所 アル ラ見 ズ。

◎

肺炎家兎臓器fヴ ィタ ミソ」C量(石 英 粉浮游液氣管 内注入)mg/9

Nr. 聚臨 離 磁h㎞i
詳

Lunge

EntzUndung

lsta・k

1、1910
ミ　　　　　　 　　　

21830

0.2550.204

1720お

4/・980

O.20:;0。237

6:."ii6wwi60SO.128
0.091

-…6

。077

。.、va・1-。.、:;ろ;。.。63

O.1860.17610.077

i・chwachl

O、163

Leber M∵ ㎞i睡

O.172

0.125

O・26410・414ゆ ・157i1・ 弱 ブ

・・284L・ ・4381…2・/・ ・596

0.240」

0.1740.160

0.1580.23710.3;;5

0.247iO.0961.2051

。.24。}。.。82、.43。

0,114i1。557

第 四 節 肺 炎 墜 球 菌 戚 染 二 依 ノレ

肺 炎 家 兎 臓 器 「ヴ ィタ ミ ン∫

C量 二就 テ

菌液 注射 翌 々 日其 一般 状 態 テ観 察 シツ ・、 其歌

態 甚 シク悪 シキ モ ノニ就 キ テ之 レラ屠 殺、 其臓

器 「ヴ 汐 ミンjC量 ラ測 定 セ リ。

肺臓 ハ 肉眼 的 二全 葉 二亙 リテ強 度 ナ ル炎症 テ起

セ シモ ノナ ク、 タ ・"一葉 ノー 部 二於 テ炎症 矧 犬

ラ認 メ タル ノ ミナ リシガ、 炎 症 々駄 テ認 メ タ ル

部 分 ノ「ヴ{タ ミン」C量 ヲ測 定 シタ ル ニ、正 常値

ト大 差 ナ キ ラ謹 セ リ。 肺 臓 テ除 ク他 ノ諸 臓 器 ニ

ア リテハ全 ク正 常 値 テ示 セ リ。

第4表 肺炎家 兎臓 器ドヴィタ ミン」C量

(肺炎墜 球菌胸 腔内注入)mg/g

N浩 轡 黙ILunge{LebαINie・e糠 血

120500.117 0・180;0・09「 ・12ユ40

22120:0;080 0.212 0・104]・800

31950iOユ400.117i1.1500260
一丁 「

2000 0。1740.206

0.1350.215

0.150

0。116

2.000

1.772
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第四章 親 察

以 ヒ實駿 ラ観 祭 ス ルニ・

1.石 灰 粉 子吸 入 セ シメ、 肺 二 炎衝 子起 サ シム

ル モ、 其 「ヴ汐 £ン」C量 ハ壇 大 セ ズ。

2。 石 英 粉 号吸 入 セ シメ、 叉 ハ石英 粉 浮 游液 子

氣 管 内 二注 入 シ、 肺 二炎衝 テ起 サ シム ル モ、 其

「ヴgタ ミン」C量 ハ檜 大 セズ
、却 ツ テ炎 衝 冷呈 ス

ル部 位 ニ ア リテ ハ寧 ロ減 少 ス.

3・ 肺 炎愛 球 菌 ラ肋 膜 膣 内=注 入 シ、 肺 二炎衝

テ起 サ シム ル モ、 其 「ヴtタ ミンjC蟄 ハ 檜 大 セ

ズ。

從 ツテ實 験 的 家 兎結 核 肺 二於 テ 「ヴィタ ミン℃

量 ノ増 大 セ ル ハ肺 組 織 ノ非 結 核 性 炎衝 轟 ヨ リテ

設 明 ス ル ラ得 ズ。

第五章 結 論

實 験 的 二非 結 核 性 炎衝 テ起 サ シメ タ ル家 兎 肺臓

ノ「ヴ{タ ミ ン」C量 ハ壇 大 セ ズ.寧 ロ下 降 ス ル ノ

傾 向 ア リ。

欄簸二臨 ミ、御指導御校閲号賜 リシ、恩師、今

村教授 二深謝 ス。
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